
 

 

 

 
「モデル賃金」とは、新卒入社者が標準的なペースで昇給・昇格をした場合にお

ける、年齢・勤続年数別の「標準的な賃金の推移」を示したものです。弊所労務行

政研究所による「モデル賃金・賞与実態調査」では、さらに学歴、職掌（総合職・現

業職）、扶養家族などの要素を組み合わせたモデル賃金（理論モデル）を算出し

ているため、以下のような人事実務で幅広くご活用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

本調査にご回答いただいた方には、弊誌『労政時報』での掲載に先駆け、 

いち早く集計結果をお送りします。 （2026 年 11 月上旬予定） 

お送りする集計結果の内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見本として、本紙裏面に昨年度の集計結果表の一部を掲載いたします。ご興味・関心がご

ざいましたら、ぜひご回答いただけますと幸いです。 

 

★「集計結果」の見本は裏面をご参照ください★  

「モデル賃金」に関して 
知っておいていただきたいこと 
 

●2026 年度の賃上げ額・率 

●定期昇給・ベアの実施状況 

●規模別・業種別の賃上げ状況 

●モデル賃金［所定時間内賃金］の水準 （学歴別・職掌別・規模別 など ） 

●基本賃金の決定要素別構成 （総合給、年齢・勤続給、職能給 など ） 

●モデル年収［定期給与＋賞与］の水準 (学歴別・職掌別・規模別 など ) 

●役職別年収 (部長・課長・係長の年収水準、役職間格差、規模間格差 など )    など 

業種や規模ごとの世間相場を知ることで自社の賃金水準の

位置づけが分かる 

次年度に向けた労使交渉における客観的な根拠となる 

初任給引き上げやベアの検討に必要な賃金カーブの見直し

に活用できる 



 

「集計結果」の見本（一部抜粋） 
 


